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 要  旨 
多くの教育機関が教育環境におけるコミュニケーション問題を解決するためにブレンド学習
を適用してきた。 しかし、ブレンド学習については多様な解釈があり、何をどのように組み
合わせるかという点が明確にされていない。そのため、どのような学習方法および教授方法の
組み合わせがブレンド学習に対して効果があるのか、 そしてどのような規律を定めるべきか
という議論が提起されている。 本研究では新たな方法として、アマルガメイテッド学習フレ
ームワークを提案する。 これは、対面学習とオンライン学習の両方の環境における３つの相
互作用（学習者と教材、学習者と教師、学習者間）を組み合わせる方法である。本研究では、
テストベッドとして大学生を対象とした初学者向けプログラミング授業を取り上げた。これ
は、プログラミングを初学者に教授することは容易ではないためである。 また、多くの学習
者は効果的なコミュニケーション方法を欠くため、授業についていくのが困難であると感じ、
効果的なコミュニケーション方法の欠如が、 学習者間の相互作用の妨げになっている。しか
し多くの場合、プログラミングはグループでの作業を要求される分野である。 そのため、多
くの学習者がグループ学習のほうがオンライン学習においても、対面学習においても良い成績
を出すことを指摘している。 本研究ではまず、対面学習環境での大学生を対象とした初学者
向けプログラミング授業において、 学習者と教師との間のコミュニケーションの問題が、 相
互作用と学習に及ぼす影響を調査した。 その結果、３つの相互作用が効果的な集団作業と教
材の理解のための効果的なコミュニケーションに必要であることが確認され、 それらはオン
ライン学習と対面学習の両方の環境で行われるプログラミング授業にとって不可欠であっ
た。 また、教材の難易度はコミュニケーション問題の一つであるため、教材の難易度とオン
ライン学習者が協調グループから脱落する関係を調査した。 最後に、本研究ではアマルガメ
イテッド学習フレームワークを設計し、プロトタイプを開発した。 実験の結果、アマルガメ
イテッド学習フレームワークは学習結果に対して高い効果を示した。 アマルガメイテッド学
習フレームワークは学習者の (1)支援スキル、(2)知識の増進、(3)協調姿勢の拡大、(4)時間の
効率的な利用に有効であった。 さらに、学習者間の相互作用を増進し、学習者が教材に感じ
る不信感を払拭することができた。 アマルガメイテッド学習フレームワークは効果的なコミ
ュニケーションを提供することで、 対面学習とオンライン学習の両方の環境に対して有効で
あると考えられる。 
